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基本目標１　生きることの促進要因を増やす

基本施策１　区民への普及と啓発

区民を対象とした普及啓発の実施【重点施策】

自殺対策講演会（区民向けゲートキーパー研
修）

自殺予防に求められる理解と援助につ
いて区民向けに広く知識の普及を行
う。

P.37 健康福祉部 保健予防課

【日　時】２月１日～３月３１日
【方　法】YouTube動画配信
【テーマ】「悩んでいる人にどう気づき、どうかかわるか」
【講　師】NPO法人OVA代表理事　精神保健福祉士
　　　　　伊藤次郎 氏
【内　容】各10分4部構成、計40分の動画配信による研修
　　　　　第1部：コロナ禍での生活への影響
　　　　　第2部：悩んでいる人にどう気づくか
　　　　　第3部：悩んでいる人にどうかかわるか
　　　　　第4部：ストレスにどう対処するか
【定　員】なし
【総アクセス数】185件

・令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、感
染対策の観点から講演会形式での研修を中止。
YouTube動画配信での研修に変更して実施。
・令和3年度の実施方法については別途検討していく。

継続

【日　時】令和３年４月１日～令和４年３月３１日
【方　法】中野区公式YouTubeチャンネルでの動画配信
【テーマ】「悩んでいる人にどう気づき、どうかかわるか」
【講　師】NPO法人OVA代表理事　精神保健福祉士
　　　　　伊藤次郎 氏
【内　容】各10分4部構成、計40分の動画配信による研修
　　　　　第1部：コロナ禍での生活への影響
　　　　　第2部：悩んでいる人にどう気づくか
　　　　　第3部：悩んでいる人にどうかかわるか
　　　　　第4部：ストレスにどう対処するか
【定　員】なし
【動画再生回数】805回

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から動
画配信形式を継続したが、講演会形式にはない利点とし
て、時間や場所にとらわれない研修機会を提供すること
ができ、より多くの区民に動画を視聴いただけた。

100%

【日　時】令和４年６月１日～令和５年３月３１日
【方　法】中野区公式YouTubeチャンネルでの動画配信
【テーマ】「悩んでいる人にどう気づき、どうかかわる
か」
【講　師】NPO法人OVA代表理事　精神保健福祉士
　　　　　伊藤次郎 氏
【内　容】
第１部　悩んでいる人にどう気づき、対応するか　－ゲー
トキーパーの役割－（約7分間）
第２部　事例で考える、悩んでいる人への対応（約5分間）
第３部　ストレスにどう対処するか（約8分間）
【定　員】なし

【日　時】令和４年９月13日（火）午後７時～９時
【方　法】集合形式
【テーマ】「生きたい」は「死にたい」～自殺に向き
合う講演会～
【講　師】作家・編集者　末井 昭氏
【内　容】
（１）書籍『自殺』を執筆した経過と背景
（２）書籍『自殺会議』を執筆した背景
（３）自殺遺児の一人として
（４）「死にたい」人への対処の仕方
（５）これまで、自分が「死にたい」と言う人とどう
接してきたか
【定　員】50名
【参加人数】39名

・予約数は定員近くあったが、当日は２割減となっ
てしまった。夜間の実施であったため、急遽都合が
悪くなる人が多かったことが想定される。
・夜間実施の効果として、20～30歳代の若い世代の
参加が多く見受けられた。
・自死遺族の話をテーマとし、遺された者の想い、
自殺に携わる人へのインタビューで見えてきた自殺
者の想いを聴くことができた。

100%
・中野区で自殺者が多いとされる若年層
にアプローチするため、引き続き夜間実
施を継続する。

普及啓発

自殺対策に関する国、東京都から来る
情報および中野区の情報をホームペー
ジ、ツイッター、フェイスブック等を
通じて素早く情報発信する。

P.37 健康福祉部 保健予防課

自殺対策強化月間および各種講演会等の開催時を中心に区ホー
ムページ・区報等で情報発信を行った。また、地域包括ケア推
進課と連携し、１５歳～６４歳の区民10,000人に相談窓口リー
フレットを配布した。

・自殺対策強化月間を中心に情報発信を行った。
・庁内各部課との連携・調整が課題。

現状維持 継続

・自殺対策強化月間および各種講演会等の開催時を中心に区
報・区ホームページ等で情報発信を行った。
・区ホームページにて、「こころといのちの相談窓口」を掲載
し、電話・メール・チャットなど様々な方法で相談できる窓口
を広く周知。

概ね計画通りに実施できたが、自殺対策強化月間に絡め
た啓発が中心のため、常に目に触れるよう機会を増やす
必要がある。

100%

・自殺対策強化月間および各種講演会等の開催時の区報・
区ホームページ等での情報発信。
・区ホームページにて、「こころといのちの相談窓口」を
掲載し、電話・メール・チャットなど様々な方法で相談で
きる窓口を広く周知。
・区公式フェイスブック、ツィッター等での周知。

・自殺対策強化月間および各種講演会等の開催時を中
心に区報・区ホームページにて情報発信。
・区ホームページにて、「こころといのちの相談窓
口」を掲載し、電話・メール・チャットなど様々な方
法で相談できる窓口を広く周知。
・区ホームページ「こころといのちの相談窓口」一覧
にアクセスできるQRコードを掲載したカード「こころ
といのちの相談窓口カード」を配布。

・令和３年度より自殺対策強化月間以外の通常時か
ら、自殺にかかる相談窓口を周知するツールを増や
すことができた。
・更に、広報場所を拡大していく。

100%
・民間の広報場所（駅構内等）での広報
を拡大していく。

自殺対策強化月間における普及啓発および広報活動

自殺対策強化月間における普及啓発

自殺対策強化月間にあわせて、区報特
集記事掲載、本庁舎への横断幕掲示、
本庁舎ロビー・中野駅ガード下ギャラ
リー・区内図書館での展示を実施す
る。

P.38 健康福祉部 保健予防課

【9月の強化月間】
　横断幕掲示（9月1日（火）～9月30日（水））
　ロビー展示（8月24日（月）～8月28日（金））
　ガード下展示（9月1日（火）～9月15日（火））
　江古田図書館展示（8月29日（土）～10月29日（木））
　　※図書館のメンタルヘルスの企画展示に合わせて実施

【3月の強化月間】（予定）
　横断幕掲示（3月1日（月）～3月31日（水））
　ガード下展示（3月1日（月）～3月31日（水））
　中央図書館展示（２月２７日（土）～３月２５日（木））
　　※ロビー展示は新型コロナウイルス対策のため中止

【その他】
　人権週間パネル展示（12月3日（木）～12月10日（木））
　　※ガード下展示に変更して実施

・令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、一
部展示を縮小して実施。
・適宜掲示物の内容を見直す等、必要な情報、最新の情
報を区民にわかりやすく伝えていく方法の検討が必要。

現状維持 継続

自殺対策強化月間（９月・３月）にて普及啓発の展示・リーフ
レット配布を実施。
（１）図書館展示：南台図書館・8月28日～9月23日、中央図
書館・2月26日～3月24日、図書館所蔵の自殺関連図書・啓発
関連図書の展示、リーフレット等の配布
（２）区役所ロビー展示：8月30日～9月2日・3月7日～10日、
パネル・ポスター展示・リーフレット等の配布
（３）区役所横断幕掲示：9月・3月の各1か月間、区役所ベラ
ンダ横断幕掲示
（４）中野駅ガード下ギャラリー「夢通り」：9月16日～30
日・3月1日～31日、パネル及びポスター・リーフレット展示

概ね計画通りに実施できたが、人目に触れる機会が多い
区役所ロビー等は他課事業との兼ね合いで掲示が短期間
となってしまっているため、他の掲示場所の開拓が必
要。

100%

自殺対策強化月間（９月・３月）にて普及啓発の展示・
リーフレット配布を実施。
（１）図書館展示
（２）区役所ロビー展示
（３）区役所横断幕掲示
（４）中野駅ガード下ギャラリー「夢通り」
（５）区内掲示板
（６）区民活動センター（１５か所）
（７）地域事務所（５か所）

自殺対策強化月間（９月・３月）にて普及啓発の展
示・リーフレット配布を実施。
（１）図書館企画展示（図書館所蔵の自殺関連図書・
啓発関連図書の展示、リーフレット等の配布）　＠鷺
宮図書館　8月27日～9月29日、＠中央図書館　2月25
日～3月23日
（２）区役所ロビーパネル展示（パネル・ポスター展
示・リーフレット等の配布）　＠中野区役所1階区民
ホール　9月7日～9月8日、3月1日～3月2日
（３）区役所横断幕掲示（JR中央線側中野区役所区役
所バルコニーでの横断幕掲示）　9月・3月の各1か月
間
（４）中野駅ガード下ギャラリー「夢通り」展示（JP
中央線高架下のギャラリースペースでのパネル及びポ
スター・リーフレット展示）　9月16日～9月30日、3
月1日～31日
なお、自殺対策強化月間にあわせ、庁内各部課および
関係機関へリーフレット配布を行う。
（５）産業振興センター展示　3月7日～13日
（６）区民活動センター展示　3月中

・令和３年度に比べ、普及啓発を行う場所を拡大す
ることができた。
・パンフレットやリーフレットを実際に手に取る方
が極端に少ない場所（産業振興センター、区民活動
センター）については、精査し、別の場所での啓発
を検討する。

90%

自殺対策強化月間（９月・３月）にて普
及啓発の展示・リーフレット配布を実
施。
（１）図書館展示
（２）区役所ロビー展示
（３）区役所横断幕掲示
（４）中野駅ガード下ギャラリー「夢通
り」
（５）区内の駅構内
（６）区内掲示板

基本施策２　生きることの促進要因への支援

遺された人および支援者への心のケア【重点施策】

遺された人および支援者との事例検討会

関係機関との情報共有および支援者と
の事例検討会を実施し、結果を各関係
機関に還元していくことで庁内各部課
および関係機関へのバックアップを図
る。

P.39 健康福祉部 保健予防課 未実施 令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、実施
困難。令和3年度以降の実施を検討する。

新規 令和３年度に発生した既遂ケースについて、所内で事例検討を
実施し、精神科医師の助言を受けた。

遺族と同じように支援者にも振り返りや心のケアが必要
であり、当該検討を通して支援者の心のケアもできた。

100% 必要時、事例検討会を開催予定。 事例が発生せず、実施なし。 未実施のため評価できず。 未実施
事例がない場合、代わりに自死遺族の心
を理解する研修するなど、事業の枠を活
用することを検討。

遺された人への広報
大切な人を亡くした人に向けた諸手続
きと相談窓口に関するリーフレットを
作成し、死亡届の際などに配布。

P.39 健康福祉部 保健予防課 未実施 令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、実施
困難。令和3年度以降の実施を検討する。

新規 東京都の自死遺族向けリーフレットを自殺対策強化月間に配布。自死遺族の方の手に届く方法をさらに検討する必要があ
る。

100% 自殺対策強化月間に自死遺族向けリーフレット（東京都福
祉保健局発行）を100部配布。

自殺対策強化月間に自死遺族向けリーフレット（東京
都福祉保健局発行）を100部配布。

今後も引き続き配布を行う。 100%
令和６年度より設置予定のおくやみ窓口
での常設配架を目指す

地域における必要な支援につなげるための取組

自殺対策担当者会
自殺対策に関連する庁内各部課との情
報共有を通して自殺対策を推進する。

P.40 健康福祉部 保健予防課 未実施 令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、実施
困難。令和3年度以降の実施を検討する。

拡充 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施
令和６年度改定中野区自殺対策の公表に向けて、計画に掲
載されている関係各課の事業の進捗状況や評価を確認す
る。

令和４年４月27日　実施
・会の目的の確認
・現行の自殺対策計画を確認
・計画に掲載されている事業の進捗報告
・担当からの意見聴取

・コロナ禍のため開催ができていなかったが、よう
やく今年度に実施することができた。
・計画に事業が掲載されていることを失念している
担当課もあり、最低限年１回の確認が必要。

100%
令和５年度は計画改定年となるため、次
期計画に掲載する内容も確認しながら進
めていく。

基本目標２　生きることの阻害要因を減らす

基本施策３　自殺防止に向けた取組

生きづらさを抱えた人への支援【重点施策】

生きづらさを抱えた人への広報
相談窓口リーフレットの改訂。関係機
関との連携のもと配布・周知。

P.45 健康福祉部 保健予防課 未実施 令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、実施
困難。令和3年度以降の実施を検討する。

新規 窓口リーフレットを適宜改定修正し、リーフレット配布以外に
も区ホームページで公表。

広報の範囲をさらに拡大する必要がある。 100% 令和4年度から開設された「ひきこもり専門相談窓口」を
ホームページ、発行物等で周知する。

窓口リーフレットを適宜改定修正し、リーフレット配
布以外にも区ホームページで公表。

特に事業の拡充ができなかった。 80%
生きづらさの種類（性的マイノリティ、
ひきこもり等）によっての相談先をまと
め、広報する。

区内居場所情報一覧の整備
区内の気軽に利用できる居場所情報の
整備、リーフレット、ホームページ等
での周知。

P.45
健康福祉部
社会福祉法
人

保健予防課
中野区社会福祉
協議会

未実施 令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、実施
困難。令和3年度以降の実施を検討する。

新規 情報を紙媒体からホームページ公開へ変更し実施。 紙媒体の配布より、より多くの目に触れる形式となっ
た。

100% 区内居場所情報を適宜確認し、ホームページで公開する。 引き続き、区内居場所情報をホームページにて公開。
地域、対象、活動内容別で検索できるような仕様に
し利便性を図った。

100% 継続。

未遂者支援
精神保健福祉法に基づく警察官通報内
容を分析し、支援にいかす。再発防止
に向けたリーフレットの作成・配布。

P.46 健康福祉部 保健予防課 未実施 令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、実施
困難。令和3年度以降の実施を検討する。

新規 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施 自殺未遂者と関わる可能性が高い警察、救急病院にヒアリ
ングを実施。

区内警察署、二次救急を担う病院に対しヒアリングを
実施。連携の一歩として、当係で発行している「ここ
ろといのちの相談窓口カード」を提供し、自殺未遂で
対応した方へ渡していただくよう依頼。

・未遂者の繋ぎについて、警察は23条通報および措
置入院にならなかった場合は、保健センターに直接
連絡を入れる形で連携が取れている。
・病院からの未遂者の繋ぎについては、様々な自治
体の患者が運ばれる中で、中野区民だけを抽出する
ことは難しいとの話があったため、二次保健医療圏
などの単位で動くことができないか、探る必要があ
る。

50% 二次保健医療圏の自治体にヒアリング。

バックアップ体制の整備

ひきこもり、LGBT、アディクション、
高齢者支援等を実施している庁内各部
課、関係機関、民間団体と連携し情報
共有を図る。必要時、事例検討会・
スーパーバイズ等を実施し、各関係機
関のバックアップをすることで生きづ
らさを抱えている人への自殺対策を推
進する。

P.46 健康福祉部 保健予防課

【日　時】5月
【内　容】法律問題を抱えた対象者への支援について、弁護士
に
　　　　　スーパーバイズを依頼し、関係機関と事例検討会を
実施

継続実施に向け庁内各部課・関係機関への周知、調整が
必要。

達成 継続
医療中断予防チーム（令和2年度～）の設置により、精神科医
師、保健師、精神保健福祉士を中心とした多職種で、地域で課
題を抱えて生活している方を支援する体制を整備。

地域で把握した、医療が必要にも関わらず繋がっていな
い、もしくは中断してしまったケースに多職種で関わる
ことで課題解決を図っている。

100%
医療中断予防チーム（令和2年度より開始）により、精神科
医師、保健師、精神保健福祉士を中心とした多職種で、地
域で課題を抱えて生活している方を支援する体制を継続。

医療中断予防訪問等事業（医療中断予防チーム　令和
２年度より設置）
新規受理件数　実１件
事例検討件数　実７件
その他相談　　延14件

新規受理件数が少ないため、事業の活用のしやすさ
を向上させる必要がある。

100%
ケース検討会議の実施場所やケース紹介
シートの改良を検討。

ひきこもり等への対応

現状の支援に加え、地域生活において
ひきこもり等の課題を抱え、自ら支援
を求めることが苦手な方に対して、家
庭訪問等を通じてチームで支援を行
う。

P.46 健康福祉部 保健予防課
新たに医療中断予防チームを設置。精神科医師・保健師・精神
保健福祉士を中心とした多職種で、地域で課題を抱えて生活し
ている方を支援。

・事例から出てきた地域課題を自殺対策審議会および地
域精神保健連絡協議会、自殺対策担当者会等で共有し解
決を図る。
・事例を通して、医療中断予防チームの事業の見直しを
図る。

達成 継続 ひきこもり支援部会が設置され、全庁的なひきこもりへの対策
の検討の場ができた。

自殺対策の所管課として検討の場に参加し、引きこもり
対策に自殺予防の観点を盛り込むことができた。

100% 令和4年度から開設された「ひきこもり専門相談窓口」を
ホームページ、発行物等で周知する。

ひきこもり専門相談窓口（令和４年度より設置）
相談者数：70名（実）

相談者の約3割が本人からの相談となり、相談窓口
として当事者に知られつつある部分は一定程度評価
できる。

100% 継続。

若年者対策の推進【重点施策】

SOSの出し方に関する教育

各区立小・中学校の授業において、保
健師等の地域の専門職が参画し、SOSの
出し方に関する教育を教育課程に位置
づけて実施する。

P.47

子ども教育
部
教育委員会
事務局

指導室
SOSの出し方に関する教育をいずれかの学年で実施することを
教育課程に位置づけている。区立中学校に関しては、全校全学
年にSOSの出し方に関する教育に関連した授業を実施。

・各区立小・中学校で1時間以上の実施ができた。
・実施方法は各学校判断となるため実施状況の把握が必
要。

達成 継続
SOSの出し方に関する教育をいずれかの学年で実施することを
教育課程に位置づけている。区立中学校に関しては、全校全学
年にSOSの出し方に関する教育に関連した授業を実施。

・各区立小・中学校で1時間以上の実施ができた。
・実施方法は各学校判断となるため実施状況の把握が必
要。

100% 全区立小・中学校で1時間以上の実施を継続。 各区立小・中学校で1時間以上のSOSの出し方に関する
教育を実施。

計画通り実施できている。 100% 継続。

若年者向け普及啓発
区内高校・短期大学・大学・専門学校
等と連携し、学生への普及啓発を行
う。

P.47 健康福祉部 保健予防課

【日　時】3月～4月
【方　法】区内全学校へ「若者のいのちを支えるミュージカル
　　　　　『つまづいても』」のDVDを配布。
【配布先】小学校（区立・私立）、中学校（区立・国立・私
立）高等学校（国立・都立・私立）、短期大学、大学、専門学
校
【その他】NPO法人ミュージカル振興会へDVD作成を委託して
　　　　　実施。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、会場での
公演は実施できなかった。昨年度参加した学校より対象
を拡大し、区内の学校に配布した。学校と連携して実施
したことにより、直接若年層にアプローチをすることが
できた。

達成 継続 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施 若者向け普及啓発事業を再検討。 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施 若者向け普及啓発事業を再検討。

若年者への広報
相談窓口リーフレットの内容を見直
し、新成人および義務教育の節目での
配布・周知を行う。

P.48 健康福祉部 保健予防課
新成人に相談窓口リーフレットを配布（年1回）
義務教育終了時（区内中学3年生）に相談窓口リーフレットを
配布（未実施）

全新成人に個別郵送で相談窓口リーフレットを配布。今
年度より新たに義務教育終了時（区内中学校を卒業する
全3年生）に学校と連携し、相談窓口リーフレットを配
布予定であったが、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大に伴い実施することが困難であった。

一部実施 拡充
新成人に相談窓口リーフレットを配布（年1回）
義務教育終了時（区内中学3年生）に相談窓口リーフレットを
配布（年1回）

大きく環境が変わる時期に効果的な広報が行えている。 100%
・新成人に相談窓口リーフレットを配布（年1回）
・義務教育終了時（区内中学3年生）に相談窓口リーフレッ
トを配布（年1回）

・「二十歳の集い」にて相談窓口リーフレットを配布
（年1回）
・義務教育終了時（区内中学3年生）に相談窓口リーフ
レットを配布（年1回）

大きく環境が変わる時期に効果的な広報が実施でき
ている。

100% 継続。

自殺対策メール相談事業
自殺関連用語の検索に連動した広告を
活用して、自殺のハイリスク者に対し
てメールによる相談を実施する。

未掲載
（計画策定
後開始した
事業のた

め）

健康福祉部 保健予防課
令和2年7月から新規の事業として開始。
自殺関連用語の検索に連動した広告を活用して、自殺のハイリ
スク者に対してメールによる相談を実施する。

・相談者の変化率（感情の変化・援助要請行動・援助要
請意図）が40％以上を目指す。
・新規相談者54名、変化率37.0％だった。目標値を若干
下回ったが、一定の自殺予防効果があった。

概ね達成 継続

【実施期間】令和３年４月１日～令和４年３月３１日
【広告表示回数】110,606回
【広告クリック数】5,761回
【相談者総数（実）】95名
【相談者の変化率（感情の変化・援助要請行動・援助要請意
図）】35.8％

相談者の変化率（感情の変化・援助要請行動・援助要請
意図）が40％以上を目指しており、目標を少し下回るが
概ね達成できた。

89.5%

・自殺関連用語の検索に連動した広告を活用して、自殺の
ハイリスク者に対してメールによる相談を実施。
※達成度は、目標としている相談者の変化率（感情の変
化・援助要請行動・援助要請意図）が40％を100％に換
算。

【実施期間】令和４年４月１日～令和５年３月３１日
【広告表示回数】Google：137,879回　YouTube：
161,221回
【広告クリック数】Google：8,668回　YouTube：893
回
【相談者総数（実）】89名
【相談者の変化率（感情の変化・援助要請行動・援助
要請意図）】56.2％

相談者の変化率（感情の変化・援助要請行動・援助
要請意図）が40％以上を目指しており、目標を上
回って達成した。

100% 継続。

勤労者対策の推進

区内中小企業等への広報
区内中小企業等への相談窓口リーフ
レットの配布および自殺対策講演会の
周知。

P.49 健康福祉部 保健予防課 新規 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施 リーフレットの配布に協力いただける企業にアプローチ。 食品関係事業者向け講習会にて働く人のメンタルヘル
スについてのリーフレット配布。

未アプローチ層にリーフレットを届けることができ
た。

80% 継続。

区内企業との連携事業
区内企業と協働してモデル事業を実
施。

P.49 健康福祉部 保健予防課 新規 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施 リーフレットの配布に協力いただける企業にアプローチ。 食品関係事業者向け講習会にて働く人のメンタルヘル
スについてのリーフレット配布。

未アプローチ層にリーフレットを届けることができ
た。

80% 継続。

労働関係機関と連携した広報
産業保健センター、ハローワーク、商
工会議所等と連携して広報活動を実
施。

P.49 健康福祉部 保健予防課 新規 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施 食品関係事業者向け講習会、産業振興センター、商工会議
所等へのリーフレット配布を予定。

食品関係事業者向け講習会にて働く人のメンタルヘル
スについてのリーフレット配布。

未アプローチ層にリーフレットを届けることができ
た。

80% 継続。

勤労者が利用しやすい場での広報
勤労者が利用しやすい飲食店等と連
携、活用し、広報活動を実施する。

P.50 健康福祉部 保健予防課 新規 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施 リーフレット配布に協力いただける飲食店等にアプローチ。 食品関係事業者向け講習会にて働く人のメンタルヘル
スについてのリーフレット配布。

未アプローチ層にリーフレットを届けることができ
た。

80% 継続。

自殺対策を支える人材の育成

介護事業者向けゲートキーパー研修
区内介護事業者へのゲートキーパー研
修を実施し、高齢者に対する自殺対策
の推進を図る。

P.51
健康福祉部
地域支えあ
い推進部

保健予防課
介護・高齢者支
援課

【日　時】12月22日（火）18:30～20:30
【会　場】中野区役所　8・9・10会議室
【テーマ】「ゲートキーパー研修
　　　　　　〜相手からのサインに気づくために〜」
【講　師】地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター　精
神科
　　　　　公認心理師　臨床心理士　今村陽子 氏
【定　員】75名
【参加数】30名

31年度より新たに介護事業者研修として業務委託して実
施。
※達成度は参加者のうち「今後に活用できる」と答えた
人の割合で抽出。

95.0% 継続

【日　時】令和3年11月30日　18:30～20:30
【会　場】オンライン研修
【テーマ】介護拒否をする人への対応
～高齢者うつと認知症の理解と対応について～
【講　師】株式会社ねこの手　代表取締役　伊藤亜記氏
【定　員】なし
【参加数】53名

研修後アンケートで、参加者のうち「現場で実践できそ
うか」という問いに6点満点中4.91点(100点満点換算で
81.8点)となり、概ね現場で活用できる研修となったこと
が伺えた。

81.8%
・介護事業者研修として業務委託して実施。
※達成度は参加者のうち「今後に活用できる」と答えた人
の割合とする。

【日　時】令和4年8月12日　18:30～20:30
【会　場】オンライン研修
【テーマ】～メンタルヘルス～ストレスを幸せに変え
る脳の作り方
【講　師】株式会社オズウェル　代表取締役　本多優
子氏
【定　員】なし
【参加数】39名

研修後アンケートにて、「研修内容を今後に活用で
きると思うか」という問いに「活用できる」と回答
した人が96.9%となり、現場で活用できる研修と
なったことが伺えた。

96.9% 継続。

職員向けゲートキーパー研修 職員へのゲートキーパー研修の実施。 P.51 健康福祉部 保健予防課 自殺対策講演会（区民向けゲートキーパー研修）と同様に実施
自殺対策講演会（区民向けゲートキーパー研修）と同様
に実施

継続

【日　時】令和３年４月１日～令和４年３月３１日
【方　法】中野区公式YouTubeチャンネルでの動画配信
【テーマ】「悩んでいる人にどう気づき、どうかかわるか」
【講　師】NPO法人OVA代表理事　精神保健福祉士
　　　　　伊藤次郎 氏
【内　容】各10分4部構成、計40分の動画配信による研修
　　　　　第1部：コロナ禍での生活への影響
　　　　　第2部：悩んでいる人にどう気づくか
　　　　　第3部：悩んでいる人にどうかかわるか
　　　　　第4部：ストレスにどう対処するか
【定　員】なし
【動画再生回数】805回

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から動
画配信形式を継続したが、講演会形式にはない利点とし
て、時間や場所にとらわれない研修機会を提供すること
ができ、より多くの職員に動画を視聴いただけた。

100%

【日　時】令和４年６月１日～令和５年３月３１日
【方　法】中野区公式YouTubeチャンネルでの動画配信
【テーマ】「悩んでいる人にどう気づき、どうかかわる
か」
【講　師】NPO法人OVA代表理事　精神保健福祉士
　　　　　伊藤次郎 氏
【内　容】
第１部　悩んでいる人にどう気づき、対応するか　－ゲー
トキーパーの役割－（約7分間）
第２部　事例で考える、悩んでいる人への対応（約5分間）
第３部　ストレスにどう対処するか（約8分間）
【定　員】なし

【日　時】令和4年4月1日～令和5年3月31日
【方　法】中野区公式YouTubeチャンネルでの動画配
信
【テーマ】「悩んでいる人にどう気づき、どうかかわ
るか」
【講　師】NPO法人OVA代表理事　精神保健福祉士
　　　　　伊藤次郎 氏
【内　容】
第１部　悩んでいる人にどう気づき、対応するか　－
ゲートキーパーの役割－（約7分間）
第２部　事例で考える、悩んでいる人への対応（約5分
間）
第３部　ストレスにどう対処するか（約8分間）
【定　員】なし
【動画再生回数】498回

・引き続き、YouTubeでのオンデマンド配信を行
い、時間と場所にとらわれない研修機会を提供し
た。
・再生回数が昨年度より減少したため、より多くの
職員に視聴を促す工夫が必要。

100%

YouTubeでの研修配信を継続しつつ、生き
づらさを抱える区民と対応する職員への
研修強化として対面形式の研修の実施を
検討。

基本施策４　地域ネットワークの強化

地域における顔が見える関係づくりの強化【重点施策】

地域関係者向けゲートキーパー研修
地域の関係者へのゲートキーパー研修
を実施。

P.56 健康福祉部 保健予防課 継続

【日　時】9月24日（金）　19時～20時半
【会　場】中野区社会福祉協議会
【テーマ】コロナ時代の、“いのち”を守る～ゲートキーパー
研修～
【講　師】中野区保健所　保健予防課　精神保健支援係　保健
師
【内　容】中野区の現状と自殺対策について・新型コロナウイ
ルス感染症の影響による自殺者の推移 等
【対　象】中野区内の地域関係者（なかの社会福祉士会会員を
中心に）
【参加者】30名

対象が社会福祉士中心となっていたため、より支援に関
わる内容で実施できた。

95.7%
・地域の支援関係者向けに実施を継続。
※達成度は参加者のうち「今後に活用できる」と答えた人
の割合とする。

【日　時】令和4年4月1日～令和5年3月31日
【方　法】中野区公式YouTubeチャンネルでの動画配
信
【テーマ】「悩んでいる人にどう気づき、どうかかわ
るか」
【講　師】NPO法人OVA代表理事　精神保健福祉士
　　　　　伊藤次郎 氏
【内　容】
第１部　悩んでいる人にどう気づき、対応するか　－
ゲートキーパーの役割－（約7分間）
第２部　事例で考える、悩んでいる人への対応（約5分
間）
第３部　ストレスにどう対処するか（約8分間）
【定　員】なし
【動画再生回数】498回

YouTubeでのオンデマンド配信を行い、時間と場所
にとらわれない研修機会を提供した。

100% 継続。

地域イベントでの広報
地域で実施される各種イベントでの相
談窓口リーフレット等を配布し普及啓
発を行う。

P.56 健康福祉部 保健予防課 未実施 リーフレット配布数：1000部 随時 未実施。 未実施のため評価できず。 未実施
「こころといのちの相談窓口」リーフレットを地域のイベ
ント等で配布。
※達成度は配布数1,000部を100％に換算。

・町会主催のフードパントリーの食料品と共に「ここ
ろといのちの相談窓口」カードを配布。
・区内在学の看護学生向けに「こころといのちの相談
窓口」カードを配布。

生きづらさを抱えている可能性が高い区民に対し、
効果的に相談先を紹介するカードが配布できた。

100% 継続。

精神科と一般診療科を含めた地域の保健医療連携の強化【重点施策】

地域における保健医療連携のあり方について
協議する場の設置

地域における保健医療連携のあり方に
ついて協議する場を設置するなど体制
整備を図る。

P.57 健康福祉部 保健予防課

地域精神保健連絡協議会の設置
【委員数】14名
【委員構成】学識経験者、保健医療関係者、社会福祉関係者、
　　　　　　関係行政機関の職員
【実施状況】第2回（令和2年度）の開催を見合わせる

体制整備：完了
・令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、感
染対策の観点から開催を見合わせ。
・地域における保健医療連携のあり方に関する課題の抽
出
・課題解決に向けた検討
・自殺対策審議会との課題共有

継続

地域精神保健連絡協議会
【委員数】14名
【委員構成】学識経験者、保健医療関係者、社会福祉関係者、
　　　　　　関係行政機関の職員
【実施状況】2月に書面開催にて実施

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から書
面で開催。委員の意見聴取を行うことができた。

100%

地域精神保健連絡協議会
【委員数】14名
【委員構成】学識経験者、保健医療関係者、社会福祉関係
者、
　　　　　　関係行政機関の職員
【開催予定】2回／年

地域精神保健連絡協議会
【委員数】13名
【委員構成】学識経験者、保健医療関係者、社会福祉
関係者、関係行政機関の職員
【実施日】令和4年12月20日
【議題】事業報告、今後協議すべき区の課題について
意見交換

新型コロナウイルス感染症拡大後、初めての対面実
施となった。協議会委員同士顔を合わせることで、
その後の連携強化に繋がった。

100% 継続。


